













































































































































｢N1｣の格 N2の N2である N2だった 小計
Nlが N2匿)/である/だったiN3 103 211 34 348
Nlと N2iの/である/だったiN3 89 2 3 94
Nlに N2壬の/である/だったiN3 62 0 4 66
N1で N2iの/である/だったiN3 56 0 2 58
NlからN2jの/である/だったiN3 44 1 0 45
NlよりN2め /である/だったiN3 17 0 0 17
Nlを N2め /である/だったiN3 3 0 0 3
N1ヘ N2iの/である/だったiN3 2 0 0 2






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































N1が N2匪 /であるi N3Z ガ格 (形式名詞)
母親が 先生である こと ･｢こと｣
Nlが N2め /である圭 N3E ガ格 (形式名詞)父が 左利きiの/であるi 場合 ･｢場合｣｢証拠｣








(刃先まで 木製の 鋤や鍬 )
(北へ 約30キロの 地点)
N1が N2め/葦ある呈 N3 】 ガ格 実質名詞※N2は く非飽和名詞)又は ｢属性Q｣
太郎が オーナーの ジム












































北滞尚 (2001)｢品詞間の連続性についての一考察- 『ノ形容詞』と 『ダの連体形ノ』-｣
『学芸国語国文学』33 (東京学芸大学国語国文学会)
























小林秀雄 (1946)『モオツァル ト』新潮文庫､沢木耕太郎 (1984)『一瞬の夏』新潮文庫､
椎名誠 (1991)『墾塵鳥森口青春篇』新潮文庫､塩野七生 (1983)『コンスタンティノー
























石井進ほか (2001)『詳説旦杢窒 改訂版』山川出版社､小牧治ほか (2001)『現代壇些
改訂版』清水書院
(卒業生)
(2007年5月17日受付)
(2007年9月25日修正版受付)
(2007年10月2日掲載決定)
